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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の図柄を表示する図柄表示手段と、
　前記図柄表示手段の前方の第１前方位置と該第１前方位置から退避した第１退避位置と
の間で移動可能に設けられた第１演出手段と、
　前記図柄表示手段の前方の第２前方位置と該第２前方位置から退避した第２退避位置と
の間で移動可能に設けられた第２演出手段と、
　前記第１演出手段および前記第２演出手段を移動させる駆動手段と、
　遊技状況に応じた所定の演出パターンで前記駆動手段を制御する制御手段と
を備え、
　前記駆動手段が、
　前記第１演出手段を前記第１前方位置と前記第１退避位置との間で移動可能に支持する
第１支持手段と、
　前記第２演出手段を前記第２前方位置と前記第２退避位置との間で移動可能に支持する
第２支持手段と、
　駆動動力源と、
　前記駆動動力源の出力を前記両支持手段にそれぞれ伝達して前記両演出手段を移動させ
る伝達手段と
を備えたものであり、
　前記駆動動力源が駆動モータであり、
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　前記伝達手段が、
　前記駆動モータと前記第１支持手段との間を連結・連結解除状態に切換自在に連結する
第１連結手段と、
　前記駆動モータと前記第２支持手段との間を連結・連結解除状態に切換自在に連結する
第２連結手段と
を備えたものであり、
　前記第１演出手段が前記第１退避位置にあり、かつ前記第２演出手段が前記第２退避位
置にある初期状態では、前記第１連結手段が連結状態で前記第２連結手段が連結解除状態
に保持され、
　前記初期状態において、前記第１連結手段によって前記駆動モータと連結状態にある前
記第１支持手段により支持された前記第１演出手段が、前記駆動モータの回転開始により
前記第１退避位置からの移動を開始し、前記第１演出手段が前記第１前方位置に到達した
後、前記駆動モータの同じ方向への回転により前記第１連結手段が連結解除状態に切り換
わり、前記駆動モータの同じ方向へのさらなる回転により、前記第２連結手段によって前
記第２支持手段が前記駆動モータと連結状態に切り換わり、前記第２支持手段によって支
持された前記第２演出手段が前記駆動モータの同じ方向へのさらなる回転により前記第２
退避位置から前記第２前方位置まで移動を開始することを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　前記第１支持手段は、一方端部が前記第１演出手段に回動自在に軸支され、他方端部が
所定の回転軸に回動自在に軸支された第１フレームからなり、
　前記第２支持手段は、一方端部が前記第２演出手段に固定され、他方端部が前記回転軸
に回動自在に軸支された第２フレームからなり、
　前記伝達手段が、
　前記駆動モータの回転により前記回転軸を中心として回転する駆動軸体と、
　前記第１フレームの第１支持軸に回動自在に軸支され、前記駆動軸体が嵌挿する第１駆
動ガイド孔が透設された前記第１連結手段としての第１カムと、
　前記第２フレームの第２支持軸に回動自在に軸支され、前記駆動軸体が嵌挿する第２駆
動ガイド孔が透設された前記第２連結手段としての第２カムと、
　前記第１カム上に突設された第１ガイド軸体と、
　前記第２カム上に突設された第２ガイド軸体と、
　前記第１ガイド軸体が嵌挿した状態で移動して前記第１カムの移動をガイドする第１移
動ガイド孔および前記第２ガイド軸体が嵌挿した状態で移動して前記第２カムの移動をガ
イドする第２移動ガイド孔が透設された支持壁とを備えたもので、
　前記第１駆動ガイド孔は、円弧状に形成された所定寸法の第１円弧部を有し、
　前記第２駆動ガイド孔は、円弧状に形成された曲率が前記第１円弧部と同一で所定寸法
の第２円弧部を有し、
　前記第１移動ガイド孔は、前記回転軸を中心とする円弧状に形成された後端側の第１連
結用円弧部と前記第１支持軸を中心とする円弧状に形成された前端側の第１解除用円弧部
とからなり、
　前記第２移動ガイド孔は、前記第２支持軸を中心とする円弧状に形成された後端側の第
２解除用円弧部と前記回転軸を中心とする円弧状に形成された前端側の第２連結用円弧部
とからなり、
　前記第１ガイド軸体が前記第１連結用円弧部を移動中、前記駆動軸体の回転により前記
第１カムが前記回転軸を中心として回転し、前記第１ガイド軸体が前記第１解除用円弧部
を移動中、前記駆動軸体の回転により前記第１カムが前記第１フレームに対して前記第１
支持軸を中心として回転し、
　前記第２ガイド軸体が前記第２連結用円弧部を移動中、前記駆動軸体の回転により前記
第２カムが前記回転軸を中心として回転し、前記第２ガイド軸体が前記第２解除用円弧部
を移動中、前記駆動軸体の回転により前記第２カムが前記第２フレームに対して前記第２
支持軸を中心として回転し、
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　前記第１カムの前記第１フレームに対する回転により、前記第１駆動ガイド孔の前記第
１円弧部が前記回転軸を中心とする円弧に一致することで前記第１カムが前記連結解除状
態に保持され、前記第１駆動ガイド孔の前記第１円弧部が前記回転軸を中心とする円弧に
一致しないことで前記第１カムが前記連結状態に保持されて前記駆動モータと前記第１フ
レームとの間が連結状態となり、前記第１フレームに支持された前記第１演出手段が、前
記駆動モータの回転開始により移動を開始し、
　前記第２カムの前記第２フレームに対する回転により、前記第２駆動ガイド孔の前記第
２円弧部が前記回転軸を中心とする円弧に一致することで前記第２カムが前記連結解除状
態に保持され、前記第２駆動ガイド孔の前記第２円弧部が前記回転軸を中心とする円弧に
一致しないことで前記第２カムが前記連結状態に保持されて前記駆動モータと前記第２フ
レームとの間が連結状態となり、前記第２フレームに支持された前記第２演出手段が、前
記駆動モータの回転開始により移動を開始し、
　前記第１駆動ガイド孔の前記第１円弧部および前記第２駆動ガイド孔の前記第２円弧部
の双方が連通状態で前記回転軸を中心とする円弧に一致し、前記第１カムおよび前記第２
カムの双方が連結解除状態となる移行区間を経て、前記第１カムおよび前記第２カムのう
ち一方の連結状態から他方の連結状態に切り換わる
ことを特徴とする請求項１に記載の遊技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、スロットマシンなどの遊技機に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　一般的なスロットマシンなどの遊技機は、外周面に複数の図柄が描かれた３個の回転リ
ールを一斉に回転開始するためのスタートレバー、各回転リールに対応する３個の停止操
作部などを備え、１～３枚のメダルを投入した後にスタートレバーの操作で３つの回転リ
ールが回転を開始するとともに、入賞態様を決定するための抽選が行われる。そして、遊
技者が各回転リールに対応する停止操作部を順次操作することで対応する回転リールの回
転が停止するが、上記抽選により所定の入賞態様に当選した場合には、その入賞態様に対
応する図柄の組合せが揃いやすくなるように回転リールの停止制御が行われ、その図柄の
組合せがメダル投入枚数に応じて有効化された１又は複数の入賞ライン上に停止すると、
その入賞態様に応じて予め設定された枚数のメダルが受け皿に払い出される。このような
遊技機では、従来、遊技者の興趣を高めるために、遊技に関連する演出を行うようにした
ものが知られている（例えば特許文献１参照）。この特許文献１に記載の遊技機では、回
動可能に設けられた回動レバーにより所定の図柄が形成されたカバー部材を支持し、この
カバー部材を所定のタイミングで回転リールの前方に移動するようにしている。
【０００３】
【特許文献１】特開平１１－９７６３号公報（段落［００１８］、図３）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上記特許文献１に記載の遊技機では、カバー部材が前方位置と退避位置
との間を移動するに過ぎないため、演出が単調なものになってしまい、十分な演出効果が
得られないという問題がある。これに対して、カバー部材のような移動可能な部材を増や
して多様な演出を可能にすることも考えられるが、それらの部材を移動させるための駆動
手段を各部材に対してそれぞれ備えたのでは、部品点数が増大して筐体が大型化し、設置
スペースの増大を招くという問題が生じる。
【０００５】
　本発明は、上記課題に鑑みてなされたもので、十分な演出効果が得られるとともに装置
の大型化を未然に防止するようにした遊技機を提供することを目的とする。
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【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するために、本発明にかかる遊技機は、複数の図柄を表示する図柄表示
手段と、前記図柄表示手段の前方の第１前方位置と該第１前方位置から退避した第１退避
位置との間で移動可能に設けられた第１演出手段と、前記図柄表示手段の前方の第２前方
位置と該第２前方位置から退避した第２退避位置との間で移動可能に設けられた第２演出
手段と、前記第１演出手段および前記第２演出手段を移動させる駆動手段と、遊技状況に
応じた所定の演出パターンで前記駆動手段を制御する制御手段とを備え、前記駆動手段が
、前記第１演出手段を前記第１前方位置と前記第１退避位置との間で移動可能に支持する
第１支持手段と、前記第２演出手段を前記第２前方位置と前記第２退避位置との間で移動
可能に支持する第２支持手段と、駆動動力源と、前記駆動動力源の出力を前記両支持手段
にそれぞれ伝達して前記両演出手段を移動させる伝達手段とを備えたものであり、前記駆
動動力源が駆動モータであり、前記伝達手段が、前記駆動モータと前記第１支持手段との
間を連結・連結解除状態に切換自在に連結する第１連結手段と、前記駆動モータと前記第
２支持手段との間を連結・連結解除状態に切換自在に連結する第２連結手段とを備えたも
のであり、前記第１演出手段が前記第１退避位置にあり、かつ前記第２演出手段が前記第
２退避位置にある初期状態では、前記第１連結手段が連結状態で前記第２連結手段が連結
解除状態に保持され、前記初期状態において、前記第１連結手段によって前記駆動モータ
と連結状態にある前記第１支持手段により支持された前記第１演出手段が、前記駆動モー
タの回転開始により前記第１退避位置からの移動を開始し、前記第１演出手段が前記第１
前方位置に到達した後、前記駆動モータの同じ方向への回転により前記第１連結手段が連
結解除状態に切り換わり、前記駆動モータの同じ方向へのさらなる回転により、前記第２
連結手段によって前記第２支持手段が前記駆動モータと連結状態に切り換わり、前記第２
支持手段によって支持された前記第２演出手段が前記駆動モータの同じ方向へのさらなる
回転により前記第２退避位置から前記第２前方位置まで移動を開始することを特徴として
いる（請求項１）。
【００１０】
　また、前記第１支持手段は、一方端部が前記第１演出手段に回動自在に軸支され、他方
端部が所定の回転軸に回動自在に軸支された第１フレームからなり、前記第２支持手段は
、一方端部が前記第２演出手段に固定され、他方端部が前記回転軸に回動自在に軸支され
た第２フレームからなり、前記伝達手段が、前記駆動モータの回転により前記回転軸を中
心として回転する駆動軸体と、前記第１フレームの第１支持軸に回動自在に軸支され、前
記駆動軸体が嵌挿する第１駆動ガイド孔が透設された前記第１連結手段としての第１カム
と、前記第２フレームの第２支持軸に回動自在に軸支され、前記駆動軸体が嵌挿する第２
駆動ガイド孔が透設された前記第２連結手段としての第２カムと、前記第１カム上に突設
された第１ガイド軸体と、前記第２カム上に突設された第２ガイド軸体と、前記第１ガイ
ド軸体が嵌挿した状態で移動して前記第１カムの移動をガイドする第１移動ガイド孔およ
び前記第２ガイド軸体が嵌挿した状態で移動して前記第２カムの移動をガイドする第２移
動ガイド孔が透設された支持壁とを備えたもので、前記第１駆動ガイド孔は、円弧状に形
成された所定寸法の第１円弧部を有し、前記第２駆動ガイド孔は、円弧状に形成された曲
率が前記第１円弧部と同一で所定寸法の第２円弧部を有し、前記第１移動ガイド孔は、前
記回転軸を中心とする円弧状に形成された後端側の第１連結用円弧部と前記第１支持軸を
中心とする円弧状に形成された前端側の第１解除用円弧部とからなり、前記第２移動ガイ
ド孔は、前記第２支持軸を中心とする円弧状に形成された後端側の第２解除用円弧部と前
記回転軸を中心とする円弧状に形成された前端側の第２連結用円弧部とからなり、前記第
１ガイド軸体が前記第１連結用円弧部を移動中、前記駆動軸体の回転により前記第１カム
が前記回転軸を中心として回転し、前記第１ガイド軸体が前記第１解除用円弧部を移動中
、前記駆動軸体の回転により前記第１カムが前記第１フレームに対して前記第１支持軸を
中心として回転し、前記第２ガイド軸体が前記第２連結用円弧部を移動中、前記駆動軸体
の回転により前記第２カムが前記回転軸を中心として回転し、前記第２ガイド軸体が前記
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第２解除用円弧部を移動中、前記駆動軸体の回転により前記第２カムが前記第２フレーム
に対して前記第２支持軸を中心として回転し、前記第１カムの前記第１フレームに対する
回転により、前記第１駆動ガイド孔の前記第１円弧部が前記回転軸を中心とする円弧に一
致することで前記第１カムが前記連結解除状態に保持され、前記第１駆動ガイド孔の前記
第１円弧部が前記回転軸を中心とする円弧に一致しないことで前記第１カムが前記連結状
態に保持されて前記駆動モータと前記第１フレームとの間が連結状態となり、前記第１フ
レームに支持された前記第１演出手段が、前記駆動モータの回転開始により移動を開始し
、前記第２カムの前記第２フレームに対する回転により、前記第２駆動ガイド孔の前記第
２円弧部が前記回転軸を中心とする円弧に一致することで前記第２カムが前記連結解除状
態に保持され、前記第２駆動ガイド孔の前記第２円弧部が前記回転軸を中心とする円弧に
一致しないことで前記第２カムが前記連結状態に保持されて前記駆動モータと前記第２フ
レームとの間が連結状態となり、前記第２フレームに支持された前記第２演出手段が、前
記駆動モータの回転開始により移動を開始し、前記第１駆動ガイド孔の前記第１円弧部お
よび前記第２駆動ガイド孔の前記第２円弧部の双方が連通状態で前記回転軸を中心とする
円弧に一致し、前記第１カムおよび前記第２カムの双方が連結解除状態となる移行区間を
経て、前記第１カムおよび前記第２カムのうち一方の連結状態から他方の連結状態に切り
換わるとしてもよい（請求項２）。
【発明の効果】
【００１３】
　請求項１の発明によれば、駆動手段により第１演出手段および第２演出手段を移動させ
ているため、第１演出手段および第２演出手段により多様な演出が可能になるので十分な
演出効果を得ることができるとともに、各演出手段ごとに別々の駆動手段を備えることが
不要となるので装置の大型化を未然に防止することができる。
【００１４】
　このとき、駆動動力源の出力を第１および第２支持手段にそれぞれ伝達して第１および
第２演出手段を移動させているため、１つの駆動動力源により第１および第２演出手段の
双方を確実に移動させることができる。
【００１５】
　さらに、伝達手段が、第１演出手段の移動と第２演出手段の移動とを切換可能に構成さ
れているため、第１演出手段および第２演出手段を同時に移動させることがないことから
、駆動動力源の高出力化による大型化を未然に防止することができる。
【００１６】
　しかも、初期状態で駆動モータの回転開始により第１演出手段が第１退避位置からの移
動を開始し、第１演出手段が第１前方位置に到達後、駆動モータの同じ方向への回転によ
り第１連結手段が連結解除状態に切り換わり、駆動モータの同じ方向へのさらなる回転に
より第２連結手段が連結状態に切り換わった後、第２演出手段が第２退避位置から第２前
方位置まで移動を開始するため、駆動モータの同じ方向への回転だけで第１連結手段およ
び第２連結手段の連結状態と連結解除状態との切換えを行うことができ、装置構成を簡素
化することができる。
【００１７】
　また、請求項２の発明によれば、第１駆動ガイド孔の第１円弧部および第２駆動ガイド
孔の第２円弧部の双方を連通状態にして回転軸を中心とする円弧に一致させ、第１カムお
よび第２カムの双方が連結解除状態となる移行区間を経て、第１カムおよび第２カムのう
ち一方の連結状態から他方の連結状態に切り換わるため、第１カムおよび第２カムの双方
が連結状態となるような事態を確実に避けて、一方から他方に連結状態を滑らかに移行す
ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　図１は本発明にかかる遊技機の一実施形態であるスロットマシンの外観を示す正面図で
ある。この実施形態におけるスロットマシン１は、例えば図１に示すように構成されてい



(6) JP 4276110 B2 2009.6.10

10

20

30

40

50

る。即ち、図１に示すように、スロットマシン１では、筐体３の前面が前面パネル５によ
り開閉自在に閉塞され、この前面パネル５のほぼ中央高さの位置に操作板７が配設される
と共に、この操作板７の上方に正面板９が配設されている。
【００２１】
　そして、この正面板９には横長矩形のリール窓１１が設けられ、このリール窓１１の右
横には、遊技者に当選又は入賞などを告知する演出用画面を表示するための液晶ディスプ
レイ１３が配設されている。また、リール窓１１の内側には左・中・右の回転リール１２
Ｌ，１２Ｍ，１２Ｒを備えたリールユニット１４が配置され、リール窓１１からは、回転
リール１２Ｌ，１２Ｍ，１２Ｒの図柄が上段・中段・下段の各々３個ずつ覗くように設定
されている。更に、この操作板７には、内部に貯留されているクレジットメダルの枚数を
減じてメダル投入に代えるためのベットスイッチ１５、各回転リールの回転を開始させる
ためのスタートスイッチ１７、左・中・右回転リール１２Ｌ，１２Ｍ，１２Ｒの回転をそ
れぞれ停止させるための左・中・右ストップスイッチ１９Ｌ，１９Ｍ，１９Ｒ、メダル投
入口２１、およびクレジットメダルを払い出すための精算スイッチ２３が設けられている
。
【００２２】
　また、正面板９には入賞ラインが描かれると共に、入賞ライン中の有効ラインを表示す
る有効表示ランプ３１、遊技者に当選又は入賞などを告知するための演出用ランプ３３、
クレジットメダルの枚数を表示するメダル枚数表示器３５が配設され、操作板７の下方に
は、メダルの払出口３７や、この払出口３７から払い出されるメダルを受けるメダル受け
３９が設けられている。また、各回転リール１２Ｌ，１２Ｍ，１２Ｒには、内側から図柄
を照明するための例えばＬＥＤからなる左・中・右のリール光源２５Ｌ，２５Ｍ，２５Ｒ
（図１５）が内蔵されている。また、筐体３内部のリールユニット１４の下方には、メダ
ルを払出口３７に排出するためのホッパーユニット２７（図１５）が配設されている。
【００２３】
　次に、リールユニット１４の構成について説明する。図２はリールユニット１４の全体
斜視図、図３はドットユニットの斜視図、図４はシャッタユニットの斜視図、図５はモー
タユニットの斜視図である。また、図６は図２において駆動ギア４５を取り外した状態の
部分斜視図、図７は図６において支持壁１１１Ｒなどを取り外した状態の部分斜視図、図
８は図２において左側の支持壁１１１Ｌを取り外した状態を左斜め後ろから見た部分斜視
図である。
【００２４】
　図２に示すように、このリールユニット１４は、各回転リール１２Ｌ，１２Ｍ，１２Ｒ
の前方（この実施形態では正面の上方）に設定された前方位置に配置可能なドット表示部
４１と、各回転リール１２Ｌ，１２Ｍ，１２Ｒの前方（この実施形態では正面）に設定さ
れた前方位置に配置可能なシャッタ４３とを備えている。ドット表示部４１とシャッタ４
３とは、各前方位置と、各前方位置から後方に退避した各退避位置との間で、それぞれ移
動可能に支持されている。リールユニット１４の右側面には、駆動モータ４４と、駆動モ
ータ４４のモータ軸４４ａに固定されたモータギア４４ｂに噛み合わされた駆動ギア４５
とが配設されている。この駆動ギア４５は、リールユニット１４のほぼ中央に水平に配設
された回転軸４７に回動自在に取り付けられ、その主面の回転軸４７から所定寸法だけ離
れた位置には駆動軸体４９が突設されている。そして、駆動モータ４４が駆動されると駆
動ギア４５が回転し、それに伴って駆動軸体４９が回転し、この駆動軸体４９の回転がド
ット表示部４１およびシャッタ４３に伝達されて、これらが移動する。この伝達機構は、
後に詳述する。
【００２５】
　ドット表示部４１は、ドットマトリクス構成の多数のＬＥＤが配置されたほぼ矩形形状
の板状体で、図３に示すように、板状の保持フレーム５１に保持されている。なお、ドッ
ト表示部４１はＬＥＤに限られず、ＬＣＤやＥＬなどの発光表示体を用いるようにしても
よい。この保持フレーム５１は、左右の両端部が前方に折り曲げられて形成された折り曲
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げ部５１Ｌ，５１Ｒを備えている。この左右の折り曲げ部５１Ｌ，５１Ｒには、それぞれ
上下の両端部に外方に向けて一対のガイド軸体が突設されている。すなわち、左折り曲げ
部５１Ｌには、上端部に上側ガイド軸体５３Ｌが、下端部に下側ガイド軸体５５Ｌ（図８
）が、それぞれ突設されている。また、右折り曲げ部５１Ｒには、上端部に上側ガイド軸
体５３Ｒが、下端部に下側ガイド軸体５５Ｒが、それぞれ突設されている。
【００２６】
　この左右の下側ガイド軸体５５Ｌ，５５Ｒには、それぞれ左右のドットフレーム５７Ｌ
，５７Ｒの一方端部が回動自在に軸支されている。この左右のドットフレーム５７Ｌ，５
７Ｒは、それぞれ他方端部に透設された貫通孔５９Ｌ，５９Ｒにおいて、駆動ギア４５の
回転軸４７に回動自在に軸支されている。左右のドットフレーム５７Ｌ，５７Ｒにより、
左右の下側ガイド軸体５５Ｌ，５５Ｒを介して、ドット表示部４１における下側ガイド軸
体５５Ｌ，５５Ｒの軸中心が、回転軸４７の周りに回動自在に支持されている。
【００２７】
　また、右ドットフレーム５７Ｒには、ほぼ中央部に設けられた支持軸６１に一端が回動
自在に軸支されたドットカム６３が取り付けられている。このドットカム６３は、支持軸
６１側の一端から直線状に延びるとともに、この直線から円弧状に折れ曲がって形成され
ており、この直線部分から円弧部分に亘って駆動ガイド孔６５が透設されている。この駆
動ガイド孔６５は、支持軸６１を通る直線上に形成された短い直線部６５ａおよびこの直
線部６５ａから折れ曲がって円弧状に形成された円弧部６５ｂとを有する。この駆動ガイ
ド孔６５には駆動ギア４５に突設された駆動軸体４９が嵌挿している。また、ドットカム
６３上の支持軸６１と直線部６５ａとの間には、ガイド軸体６７が突設されている。
【００２８】
　なお、右ドットフレーム５７Ｒは、ドットカム６３を挟む位置に、それぞれ縁が折り曲
げられて形成された規制部６９を備えており、これらの規制部６９がドットカム６３に当
接することで、支持軸６１周りのドットカム６３の回動範囲を規制している。このように
、この実施形態では、回転リール１２Ｌ，１２Ｍ，１２Ｒが本発明の「図柄表示手段」に
相当し、左右のドットフレーム５７Ｌ，５７Ｒが本発明の「第１フレーム」に相当し、支
持軸６１が本発明の「第１支持軸」に相当し、駆動ガイド孔６５が本発明の「第１駆動ガ
イド孔」に相当し、ドットカム６３が本発明の「第１カム」および「第１連結手段」に相
当する。
【００２９】
　シャッタ４３は、図４に示すように、円柱側面の一部を切り出したような湾曲した板状
体で、前方位置において各回転リール１２Ｌ，１２Ｍ，１２Ｒ上の図柄を遮蔽するもので
ある。この板状体の湾曲の曲率半径は、回転リール１２Ｌ，１２Ｍ，１２Ｒの半径より多
少大きくなっている。このシャッタ４３は、その上端部が保持フレーム７１に固定され、
左右の両端部が後方に折り曲げられて形成された折り曲げ部４３Ｌ，４３Ｒを備えている
。この左右の折り曲げ部４３Ｌ，４３Ｒには、それぞれ左右のシャッタフレーム７３Ｌ，
７３Ｒの一方端部が固定されている。この左シャッタフレーム７３Ｌは、ほぼＬ字形状で
、他方端部に貫通孔７５Ｌが透設されている。また、右シャッタフレーム７３Ｒは、ほぼ
中央で屈曲した「く」の字形状で、その屈曲部分に貫通孔７５Ｒが透設されている。そし
て、左右のシャッタフレーム７３Ｌ，７３Ｒは、それぞれ貫通孔７５Ｌ，７５Ｒにおいて
駆動ギア４５の回転軸４７に回動自在に軸支されており、この左右のシャッタフレーム７
３Ｌ，７３Ｒによって、シャッタ４３が回転軸４７の周りに回動自在に支持されている。
【００３０】
　また、右シャッタフレーム７３Ｒの他方端部には、貫通孔７５Ｒから所定寸法離れた位
置に支持軸７７が設けられている。この支持軸７７には、シャッタカム７９の一端が回動
自在に軸支されている。このシャッタカム７９は、支持軸７７側の一端から直線状に延び
るとともに、この直線の途中から円弧状に折れ曲がってほぼＴ字形状に形成されている。
このシャッタカム７９には、駆動ギア４５に突設された駆動軸体４９が嵌挿する駆動ガイ
ド孔８１が透設されている。この駆動ガイド孔８１は、支持軸７７を通る直線上に形成さ
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れた短い直線部８１ａおよびこの直線部８１ａから折れ曲がって円弧状に形成された円弧
部８１ｂを有する。このシャッタカム７９の駆動ガイド孔８１の円弧部８１ｂは、ドット
カム６３の駆動ガイド孔６５の円弧部６５ｂと同一曲率で形成されている。また、シャッ
タカム７９上の直線部８１ａに対して支持軸７７と反対側には、ガイド軸体８３が突設さ
れている。
【００３１】
　なお、右シャッタフレーム７３Ｒは、シャッタカム７９を挟む位置に、それぞれ縁が折
り曲げられて形成された規制部８５を備えており、これらの規制部８５がシャッタカム７
９に当接することで、支持軸７７周りのシャッタカム７９の回動範囲を規制している。こ
のように、この実施形態では、左右のシャッタフレーム７３Ｌ，７３Ｒが本発明の「第２
フレーム」に相当し、支持軸７７が本発明の「第２支持軸」に相当し、駆動ガイド孔８１
が本発明の「第２駆動ガイド孔」に相当し、シャッタカム７９が本発明の「第２カム」お
よび「第２連結手段」に相当する。
【００３２】
　図２に示すように、リールユニット１４のユニットベース９１には、各部を支持するた
めの支持板９３ａ，９３ｂ，９３ｃ，９３ｄがそれぞれ立設されている。図５に示すよう
に、駆動モータ４４は、支持板９３ａに固定されており、駆動モータ４４のモータ軸４４
ａにはモータギア４４ｂが固定され、このモータギア４４ｂが駆動ギア４５と噛み合わさ
れている。駆動ギア４５はモータギア４４ｂより径が大きく構成されており、これによっ
て減速機構を構成している。駆動ギア４５の主面の回転軸４７から所定寸法離れた円周上
には複数の検出片９５が並んで立設される一方、支持板９３ａの対応する位置には２個の
フォトインタラプタ９６，９７が配設されており、これらのフォトインタラプタ９６，９
７および検出片９５により、駆動ギア４５の回転位置を検出するエンコーダ９９が構成さ
れている。駆動モータ４４は、本実施形態では例えばステッピングモータを用いている。
なお、駆動モータ４４はステッピングモータに限られず、ＤＣモータなどの正転および反
転が可能なモータであればよい。
【００３３】
　図２に示すように、リールユニット１４のユニットベース９１の左右両端には、それぞ
れ左右の支持壁１１１Ｌ，１１１Ｒが立設されている。左支持壁１１１Ｌには、上側ガイ
ド軸体５３Ｌが嵌挿する移動ガイド孔１１３Ｌと、下側ガイド軸体５５Ｌが嵌挿する移動
ガイド孔１１５Ｌとが、それぞれ透設されている。また、図６に示すように、右支持壁１
１１Ｒには、上側ガイド軸体５３Ｒが嵌挿する移動ガイド孔１１３Ｒと、下側ガイド軸体
５５Ｒが嵌挿する移動ガイド孔１１５Ｒと、ガイド軸体６７が嵌挿する移動ガイド孔１１
７と、ガイド軸体８３が嵌挿する移動ガイド孔１１９と、駆動軸体４９が貫通するための
貫通孔１２１とが、それぞれ透設されている。
【００３４】
　移動ガイド孔１１３Ｌ，１１３Ｒは、互いに対向する位置に水平に透設されており、嵌
挿している上側ガイド軸体５３Ｌ，５３Ｒを支持するとともに、その前後方向の移動を水
平方向に案内する。移動ガイド孔１１５Ｌ，１１５Ｒは、互いに対向する位置に回転軸４
７を中心とする円弧状に透設されており、嵌挿している下側ガイド軸体５５Ｌ，５５Ｒを
支持するとともに、その前後方向の移動を円弧に沿って案内する。このように、移動ガイ
ド孔１１３Ｌ，１１３Ｒおよび１１５Ｌ，１１５Ｒが、それぞれガイド軸体５３Ｌ，５３
Ｒおよび５５Ｌ，５５Ｒの移動を案内している。これによって、移動ガイド孔１１３Ｌ，
１１３Ｒおよび１１５Ｌ，１１５Ｒの後端側に各ガイド軸体５３Ｌ，５３Ｒおよび５５Ｌ
，５５Ｒが位置する（すなわちドット表示部４１が退避位置にある）ときは、ドット表示
部４１の表面がほぼ上方を向いて、回転リール１２Ｌ，１２Ｍ，１２Ｒの上方の隙間にド
ット表示部４１が収容されるようになっている。そして、ドット表示部４１が退避位置か
ら前方位置に向けて移動するにしたがってドット表示部４１の表面が徐々に下方を向き、
移動ガイド孔１１３Ｌ，１１３Ｒおよび１１５Ｌ，１１５Ｒの前端側に各ガイド軸体５３
Ｌ，５３Ｒおよび５５Ｌ，５５Ｒが位置する（すなわちドット表示部４１が前方位置にあ
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る）と、ドット表示部４１の表面がほぼ正面を向いて遊技者にとって見易い状態になる。
【００３５】
　また、移動ガイド孔１１７は、ガイド軸体６７が嵌挿することでドットカム６３の移動
を案内するもので、回転軸４７を中心とする円弧状に透設された後端側の円弧部１１７ａ
（図１０）と、ドットカム６３の支持軸６１を中心とする円弧状に透設された前端側の円
弧部１１７ｂ（図１０）とからなる。また、移動ガイド孔１１９は、ガイド軸体８３が嵌
挿することでシャッタカム７９の移動を案内するもので、回転軸４７を中心とする円弧状
に透設された前端側の円弧部１１９ａ（図１４）と、シャッタカム７９の支持軸７７を中
心とする円弧状に透設された後端側の円弧部１１９ｂ（図１４）とからなる。貫通孔１２
１は、回転軸４７を中心とする円弧状に、駆動軸体４９の回動範囲に亘って透設されてい
る。このように、この実施形態では、ガイド軸体６７が本発明の「第１ガイド軸体」に相
当し、移動ガイド孔１１７が本発明の「第１移動ガイド孔」に相当し、移動ガイド孔１１
７の円弧部１１７ａが本発明の「第１連結用円弧部」に相当し、移動ガイド孔１１７の円
弧部１１７ｂが本発明の「第１解除用円弧部」に相当する。また、ガイド軸体８３が本発
明の「第２ガイド軸体」に相当し、移動ガイド孔１１９が本発明の「第２移動ガイド孔」
に相当し、移動ガイド孔１１９の円弧部１１９ａが本発明の「第２連結用円弧部」に相当
し、移動ガイド孔１１９の円弧部１１９ｂが本発明の「第２解除用円弧部」に相当する。
【００３６】
　図８に示すように、ユニットベース９１に立設された支持板９３ｄには、フォトインタ
ラプタ１２３，１２５，１２７，１２９が取り付けられたセンサ載置板１３１が固定され
ている。フォトインタラプタ１２３，１２５は、左ドットフレーム５７Ｌの一部が折り曲
げられて形成された検出片５７ａを検出することにより、左ドットフレーム５７Ｌの回転
位置、すなわちドット表示部４１の位置を検出するもので、フォトインタラプタ１２３が
ドット表示部４１の前方位置への到達を検出し、フォトインタラプタ１２５がドット表示
部４１の退避位置への到達を検出する。また、フォトインタラプタ１２７，１２９は、左
シャッタフレーム７３Ｌの一部が折り曲げられて形成された検出片７３ａを検出すること
により、左シャッタフレーム７３Ｌの回転位置、すなわちシャッタ４３の位置を検出する
もので、フォトインタラプタ１２７がシャッタ４３の前方位置への到達を検出し、フォト
インタラプタ１２９がシャッタ４３の退避位置への到達を検出する。
【００３７】
　図９～図１４はドット表示部４１およびシャッタ４３の移動を説明するためのリールユ
ニット１４の右側面図である。図９はドット表示部４１およびシャッタ４３の双方が退避
位置にある状態、図１０はドット表示部４１が前方位置に到達した状態、図１１は駆動軸
体４９とドットカム６３との連結が解除された状態、図１２は駆動軸体４９の連結が切換
途中の状態、図１３は駆動軸体４９とシャッタカム７９とが連結された状態、図１４はシ
ャッタ４３が前方位置に到達した状態を、それぞれ示している。
【００３８】
　なお、図９～図１４では、説明の便宜上、以下のように図示している。(１)各構成要素
を実線で示す。(２)右ドットフレーム５７Ｒを模式的にほぼＬ字形状に示す。(３)シャッ
タ４３を模式的に扇形状に示す。(４)右シャッタフレーム７３Ｒ、移動ガイド孔１１５Ｒ
および貫通孔１２１の図示を省略する。(５)各部の円運動の軌跡および中心を一点鎖線で
示す。
【００３９】
　まず、退避位置にあるドット表示部４１およびシャッタ４３の前方位置への前進移動に
ついて説明する。図９に示すように、ドット表示部４１およびシャッタ４３の双方が退避
位置にあるときには、駆動軸体４９は、ドットカム６３の駆動ガイド孔６５の直線部６５
ａの内部に嵌挿するとともに、シャッタカム７９の駆動ガイド孔８１の円弧部８１ｂの後
端に嵌挿している。また、ドットカム６３の右ドットフレーム５７Ｒに対する支持軸６１
を中心とする回転位置は、ドットカム６３の支持軸６１とガイド軸体６７と駆動ガイド孔
６５の直線部６５ａとを結ぶ直線上に回転軸４７の軸中心４７ａが配置されるように設定
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されている。図９に示すようにドット表示部４１およびシャッタ４３の双方が退避位置に
ある状態が本発明の「初期状態」に相当する。
【００４０】
　図９の状態から、駆動モータ４４の回転開始により駆動ギア４５が反時計回り方向に回
転を始めると、回転する駆動軸体４９がドットカム６３の駆動ガイド孔６５の直線部６５
ａを押す。このとき、ドットカム６３の移動方向は、ガイド軸体６７が嵌挿する移動ガイ
ド孔１１７によって案内されるが、上述したように、移動ガイド孔１１７のうちで、後端
から図１０に示すガイド軸体６７の嵌挿位置までの円弧部１１７ａ（図１０）は、回転軸
４７を中心とする円弧状に支持壁１１１Ｒに透設されている。したがって、図１０に示す
ように、ガイド軸体６７の移動軌跡１３１と、支持軸６１を介して移動する右ドットフレ
ーム５７Ｒの移動軌跡１３３とは、駆動軸体４９の移動軌跡１３５と同様に、回転軸４７
を中心とする円弧状となる。これによって、ドットカム６３の右ドットフレーム５７Ｒに
対する支持軸６１を中心とする回転位置は図９の状態を保ったまま、ドット表示部４１が
前方に向けて移動し、図１０においてドット表示部４１は前方位置に到達する。また、図
１０に示すように、上側ガイド軸体５３Ｒの移動軌跡１３７は、水平となり、下側ガイド
軸体５５Ｒの移動軌跡１３９は、回転軸４７を中心とする円弧状となる。これによって、
図９では上方を向いているドット表示部４１が徐々に下方を向いて、図１０の前方位置で
は、ほぼ正面を向くようになっている。
【００４１】
　図１０に示す位置から駆動ギア４５がさらに反時計回り方向に回転すると、駆動軸体４
９がドットカム６３の駆動ガイド孔６５の直線部６５ａをさらに押す。このとき、ドット
カム６３の移動方向は、やはりガイド軸体６７が嵌挿する移動ガイド孔１１７によって案
内されるが、上述したように、移動ガイド孔１１７のうちで、図１０に示すガイド軸体６
７の嵌挿位置から前端までの円弧部１１７ｂは、支持軸６１を中心とする円弧状に支持壁
１１１Ｒに透設されている。したがって、図１１に示すように、駆動軸体４９の移動軌跡
１３５が回転軸４７を中心とする円弧状となるのに対して、ガイド軸体６７の移動軌跡１
３１は、支持軸６１の軸中心６１ａを中心とする円弧状となる。これによって、ドットカ
ム６３は右ドットフレーム５７Ｒに対して支持軸６１の軸中心６１ａを中心として時計回
り方向に回転し、図１１に示すように、ドットカム６３の駆動ガイド孔６５の円弧部６５
ｂは、回転軸４７を中心とする円弧に一致することとなる。このドットカム６３の回転に
より、駆動軸体４９の駆動ガイド孔６５における嵌挿位置が、直線部６５ａのほぼ中央か
ら直線部６５ａの終端、すなわち円弧部６５ｂの始端に移動する。図１１に示す位置から
、駆動ギア４５がさらに反時計回り方向に回転しても、駆動軸体４９は、ドットカム６３
の駆動ガイド孔６５の円弧部６５ｂの内部を移動するだけであるので、駆動モータ４４の
駆動力は右ドットフレーム５７Ｒに伝達されない。すなわち、ドットカム６３の右ドット
フレーム５７Ｒに対する支持軸６１を中心とする回転によって、駆動モータ４４と右ドッ
トフレーム５７Ｒとの間が連結状態から連結解除状態に切り換えられている。
【００４２】
　なお、図９の状態から図１１の状態までは、駆動軸体４９が嵌挿するシャッタカム７９
の駆動ガイド孔８１の円弧部８１ｂは、回転軸４７を中心とする円弧に一致している。こ
のため、駆動ギア４５が反時計回り方向に回転しても、駆動軸体４９は、シャッタカム７
９の駆動ガイド孔８１の円弧部８１ｂの内部を移動するだけであるので、駆動モータ４４
の駆動力は右シャッタフレーム７３Ｒに伝達されない。すなわち、駆動モータ４４と右シ
ャッタフレーム７３Ｒとの間は連結解除状態になっている。
【００４３】
　図１１の状態から、駆動ギア４５がさらに反時計回り方向に回転すると、駆動軸体４９
は、シャッタカム７９の駆動ガイド孔８１の円弧部８１ｂの内部を移動し、円弧部８１ｂ
の終端に到達して図１２に示す状態となる。すなわち、図１１の状態から図１２の状態ま
での間は、ドットカム６３の駆動ガイド孔６５の円弧部６５ｂおよびシャッタカム７９の
駆動ガイド孔８１の円弧部８１ｂの双方が回転軸４７を中心とする円弧に一致しており、
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双方の円弧部６５ｂ，８１ｂの曲率が等しいため、駆動軸体４９から見ると両者が連通状
態になっている。これによって、図１１の状態から図１２の状態までの間は、駆動モータ
４４と右ドットフレーム５７Ｒとの間、駆動モータ４４と右シャッタフレーム７３Ｒとの
間が、いずれも連結解除状態になっている。このように、この実施形態では、図１１の状
態から図１２の状態までの間が本発明の「移行区間」に相当する。
【００４４】
　図１２の状態から、駆動ギア４５がさらに反時計回り方向に回転すると、駆動軸体４９
は、シャッタカム７９の駆動ガイド孔８１の円弧部８１ｂの終端を押し始める。このとき
、シャッタカム７９の移動方向は、ガイド軸体８３が嵌挿する移動ガイド孔１１９によっ
て案内される。この移動ガイド孔１１９のうちで、後端から図１３に示すガイド軸体８３
の嵌挿位置までの円弧部１１９ｂ（図１４）は、支持軸７７を中心とする円弧状に支持壁
１１１Ｒに透設されている。したがって、図１３に示すように、駆動軸体４９の移動軌跡
１３５が回転軸４７の軸中心４７ａを中心とする円弧状となるのに対して、ガイド軸体８
３の移動軌跡１４１は、支持軸７７の軸中心７７ａを中心とする円弧状となる。このため
、図１３に示すように、シャッタカム７９は右シャッタフレーム７３Ｒに対して支持軸７
７を中心として反時計回り方向に回転する。これによって、シャッタカム７９の駆動ガイ
ド孔８１の円弧部８１ｂは、回転軸４７を中心とする円周上から外れる。このとき、シャ
ッタカム７９が右シャッタフレーム７３Ｒに対して回転するだけであり、右シャッタフレ
ーム７３Ｒは移動しない。また、駆動軸体４９の駆動ガイド孔８１における嵌挿位置が、
円弧部８１ｂの終端から直線部８１ａの内部に移動する。すなわち、シャッタカム７９の
右シャッタフレーム７３Ｒに対する支持軸７７を中心とする回転によって、駆動モータ４
４と右シャッタフレーム７３Ｒとの間が連結解除状態から連結状態に切り換えられている
。
【００４５】
　図１３の状態から、駆動ギア４５がさらに反時計回り方向に回転すると、駆動軸体４９
がシャッタカム７９の駆動ガイド孔８１の直線部８１ａを押す。このとき、シャッタカム
７９の移動方向は、ガイド軸体８３が嵌挿する移動ガイド孔１１９によって案内される。
ここで、移動ガイド孔１１９のうちで、図１３に示すガイド軸体８３の嵌挿位置から前端
までの円弧部１１９ａ（図１４）は、回転軸４７を中心とする円弧状に支持壁１１１Ｒに
透設されている。したがって、図１４に示すように、ガイド軸体８３の移動軌跡１４１は
、駆動軸体４９の移動軌跡１３５と同様に、回転軸４７を中心とする円弧状となる。この
ため、支持軸７７を中心とするシャッタカム７９の右シャッタフレーム７３Ｒに対する回
転位置は図１３の状態を保ったまま、右シャッタフレーム７３Ｒが反時計回り方向に回転
し、これによってシャッタ４３が前方位置に向けて移動する。そして、図１４において、
シャッタ４３は前方位置に到達し、駆動モータ４４が停止すると、シャッタ４３が前方位
置に配置された図１４の状態が維持される。
【００４６】
　なお、図１１～図１４では、ドットカム６３には、自重により右ドットフレーム５７Ｒ
に対して支持軸６１を中心とする反時計回り方向の力が作用するが、駆動ガイド孔６５に
嵌挿する駆動軸体４９によって支えられるため、駆動ガイド孔６５の円弧部６５ｂが回転
軸４７の軸中心４７ａを中心とする円弧に一致する状態が維持される。
【００４７】
　次に、ドット表示部４１およびシャッタ４３の前方位置から退避位置への後退移動につ
いて簡単に説明する。ドット表示部４１およびシャッタ４３の後退移動では、図１４の状
態から各図の状態を上記と逆に経て、図９の状態に移行することとなる。
【００４８】
　図１４の状態から、駆動モータ４４が反転して駆動ギア４５が時計回り方向に回転する
と、駆動軸体４９がシャッタカム７９の駆動ガイド孔８１の直線部８１ａを押す。このと
き、シャッタカム７９の移動方向は、ガイド軸体８３が嵌挿する移動ガイド孔１１９によ
って案内されるが、この部分の移動ガイド孔１１９の円弧部１１９ａは、回転軸４７を中
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心とする円弧状に透設されているので、ガイド軸体８３は、駆動軸体４９と同様に回転軸
４７の軸中心４７ａを中心とする円弧状に移動する。これによって、右シャッタフレーム
７３Ｒは回転軸４７を中心として時計回り方向に回転し、シャッタ４３が前方位置から、
図１３に示す退避位置まで後退移動する。
【００４９】
　図１３の状態から駆動ギア４５がさらに時計回り方向に回転すると、駆動軸体４９がシ
ャッタカム７９の駆動ガイド孔８１の直線部８１ａをさらに押す。このとき、シャッタカ
ム７９の移動方向は、ガイド軸体８３が嵌挿する移動ガイド孔１１９によって案内される
が、図１３に示すガイド軸体８３の嵌挿位置から後端までの移動ガイド孔１１９の円弧部
１１９ｂは、支持軸７７を中心とする円弧状に透設されている。したがって、駆動軸体４
９が回転軸４７の軸中心４７ａを中心とする円弧状に移動するのに対して、ガイド軸体８
３は支持軸７７の軸中心７７ａを中心とする円弧状に移動する。このため、シャッタカム
７９は右シャッタフレーム７３Ｒに対して支持軸７７を中心として時計回り方向に回転し
、右シャッタフレーム７３Ｒは移動しない。
【００５０】
　シャッタカム７９の回転はガイド軸体８３が移動ガイド孔１１９の円弧部１１９ｂの後
端に到達すると停止して、図１２に示すように、シャッタカム７９の駆動ガイド孔８１の
円弧部８１ｂは、回転軸４７の軸中心４７ａを中心とする円弧に一致することとなる。ま
た、駆動軸体４９の駆動ガイド孔８１における嵌挿位置が、直線部８１ａの終端であって
円弧部８１ｂの始端に移動する。これ以降、駆動ギア４５がさらに時計回り方向に回転し
ても、駆動軸体４９は、シャッタカム７９の駆動ガイド孔８１の円弧部８１ｂの内部を移
動するだけであるので、駆動モータ４４の駆動力は右シャッタフレーム７３Ｒに伝達され
ない。すなわち、シャッタカム７９の支持軸７７を中心とする回転によって、駆動モータ
４４と右シャッタフレーム７３Ｒとの間が連結状態から連結解除状態に切り換えられてい
る。
【００５１】
　なお、図１４の状態から図１２の状態までの間は、ドットカム６３の駆動ガイド孔６５
に嵌挿している駆動軸体４９は、駆動ガイド孔６５の円弧部６５ｂの内部を移動するだけ
であるので、駆動モータ４４の駆動力は右ドットフレーム５７Ｒに伝達されない。
【００５２】
　図１２の状態から駆動ギア４５がさらに時計回り方向に回転すると、駆動軸体４９がド
ットカム６３の駆動ガイド孔６５の円弧部６５ｂの内部を移動し、円弧部６５ｂの終端に
到達して図１１の状態になる。すなわち、上述したように、図１２の状態から図１１の状
態までの間は、駆動モータ４４と右ドットフレーム５７Ｒとの間、駆動モータ４４と右シ
ャッタフレーム７３Ｒとの間が、いずれも連結解除状態になっている。このように、この
実施形態では、図１２の状態から図１１の状態までの間が本発明の「移行区間」に相当す
る。
【００５３】
　図１１の状態から駆動ギア４５がさらに時計回り方向に回転すると、駆動軸体４９がド
ットカム６３の駆動ガイド孔６５の円弧部６５ｂの終端を押し始める。このとき、ドット
カム６３の移動方向は、ガイド軸体６７が嵌挿する移動ガイド孔１１７によって案内され
るが、この部分の移動ガイド孔１１７の円弧部１１７ｂ（図１０）は、支持軸６１の軸中
心６１ａを中心とする円弧状に透設されている。このため、ドットカム６３は右ドットフ
レーム５７Ｒに対して支持軸６１を中心として反時計回り方向に回転し、ドットカム６３
の駆動ガイド孔６５の円弧部６５ｂは、回転軸４７を中心とする円周上から外れる。また
、駆動軸体４９の駆動ガイド孔６５における嵌挿位置が、円弧部６５ｂの終端から外れて
直線部６５ａの内部に移動し、図１０に示す状態となる。
【００５４】
　図１０の状態から駆動ギア４５がさらに時計回り方向に回転すると、駆動軸体４９がド
ットカム６３の駆動ガイド孔６５の直線部６５ａを押す。このとき、ドットカム６３の移
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動方向は、ガイド軸体６７が嵌挿する移動ガイド孔１１７によって案内されるが、移動ガ
イド孔１１７の図１０に示すガイド軸体６７の嵌挿位置から後端までの円弧部１１７ａは
、回転軸４７の軸中心４７ａを中心とする円弧状に透設されている。したがって、図１１
の位置から開始されたドットカム６３の右ドットフレーム５７Ｒに対する回転は図１０の
位置で終了し、図１０の位置から、ドットカム６３は、右ドットフレーム５７Ｒとともに
回転軸４７を中心とする時計回り方向の回転を開始する。これによって、ドット表示部４
１が退避位置に向けて移動を開始し、図９に示す退避位置に到達する。
【００５５】
　このように、この実施形態では、ドット表示部４１が本発明の「第１演出手段」に相当
し、図９に示すドット表示部４１の退避位置が本発明の「第１退避位置」に相当し、図１
０に示すドット表示部４１の前方位置が本発明の「第１前方位置」に相当する。また、シ
ャッタ４３が本発明の「第２演出手段」に相当し、図９に示すシャッタ４３の退避位置が
本発明の「第２退避位置」に相当し、図１４に示すシャッタ４３の前方位置が本発明の「
第２前方位置」に相当する。
【００５６】
　図１５はスロットマシン１の電気的構成を示すブロック図である。また、図１６～図１
８はリールユニット１４の正面図で、図１６はドット表示部４１およびシャッタ４３の双
方が退避位置にある状態、図１７はドット表示部４１が前方位置に到達した状態、図１８
はシャッタ４３が前方位置に到達した状態を、それぞれ示している。
【００５７】
　図１５において、投入センサ２０１は、メダル投入口２１に設けられ、投入されたメダ
ルを検知するものである。メモリ２０３には遊技機用プログラムが格納されており、ＣＰ
Ｕ２０５は、この遊技機用プログラムにしたがって動作すると、遊技制御手段２０５ａお
よび演出制御手段２０５ｂとして機能する。遊技には、一般的な遊技である通常遊技と、
遊技者にとって通常遊技よりも有利な遊技である特別遊技（ボーナスゲーム）とがあり、
遊技制御手段２０５ａはこれらの遊技を制御する。
【００５８】
　通常遊技の概要について説明する。このスロットマシン１では、投入センサ２０１によ
りメダル投入口２１からのメダル投入が検出されるか、またはベットスイッチ１５の操作
によりクレジットメダルの投入指示があると、ゲームが開始される。そして、ゲーム開始
後にスタートスイッチ１７を操作すると、まず、当選か否かの抽選が行われ、ほぼ同時に
、３個すべての回転リール１２Ｌ，１２Ｍ，１２Ｒの回転が開始する。その後に、３個の
ストップスイッチ１９Ｌ，１９Ｍ，１９Ｒのうちの１個を操作すると、当該ストップスイ
ッチ１９Ｌ，１９Ｍ，１９Ｒに対応した回転リール１２Ｌ，１２Ｍ，１２Ｒの回転が停止
する。そして、３個すべてのストップスイッチ１９Ｌ，１９Ｍ，１９Ｒを操作し終えると
、３個すべての回転リール１２Ｌ，１２Ｍ，１２Ｒの回転が停止する。このとき、所定の
図柄が所定の位置に停止すると入賞になり、ホッパーユニット２７により遊技者に対して
所定枚数のメダルが払い出されるか、又は遊技者に対してリプレイなどの所定の利益が付
与される。なお、メダルの払い出しに代えて、クレジットメダルとして内部に貯留される
こともある。
【００５９】
　抽選結果には、特定導入遊技当選（ビッグボーナス（ＢＢ）当選）と、特定遊技当選（
レギュラーボーナス（ＲＢ）当選）と、小役当選と、再遊技当選（Replay当選）と、ハズ
レとがある。また、入賞には、特定導入遊技（ＢＢゲーム）への移行に係る特定導入遊技
入賞（ＢＢ入賞）と、特定遊技（ＲＢゲーム）への移行に係る特定遊技入賞（ＲＢ入賞）
と、所定枚数のメダルの払い出しに係る小役入賞と、再遊技（Replay）の実行に係る再遊
技入賞（Replay入賞）とがある。
【００６０】
　上記ＲＢゲームとは、特定入賞遊技（ＪＡＣゲーム）を複数回行い得ることにより、通
常遊技よりも当選確率が高い遊技をいい、また、ＢＢゲームとは、ＲＢゲームの導入確率
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が高い遊技をいい、これらが本発明の「特別遊技」に相当する。そして、所定の図柄（例
えば「赤７」または「青７」）が入賞ライン上に３個揃うと、ＢＢ入賞となり、払い出し
がある場合にはメダルが払い出されて、通常遊技からＢＢゲームに移行する。また、所定
の図柄（例えば「スイカ」）が入賞ライン上に３個揃うと、小役入賞となり、所定枚数の
メダルが払い出される。また、例えば、「Replay」の図柄が入賞ライン上に３個揃うと、
Replay入賞となり、新たなメダルを投入することなく、前回の遊技と同じ条件で再度遊技
を行うことができる。
【００６１】
　なお、抽選結果がＢＢ当選になると、ＢＢ当選に基づいた図柄の停止制御が行われるが
、このとき、ＢＢ入賞が引き当てられないと、このＢＢ当選は、ＢＢ入賞が引き当てられ
るまで持ち越されることとなっている。ＲＢ当選についても同様である。ＢＢ当選または
ＲＢ当選が持ち越された状態をそれぞれ「ＢＢ内部当り」、「ＲＢ内部当り」と称する。
一方、小役当選は、抽選結果が小役当選となった遊技で小役入賞を引き当てられないと、
次回の遊技には持ち越されないこととなっている。Replay当選についても同様である。
【００６２】
　演出制御手段２０５ｂは、遊技に関連する演出として、例えば抽選結果や入賞の有無な
どを遊技者に告知するために、液晶ディスプレイ１３や演出用ランプ３３、各リール光源
２５Ｌ，２５Ｍ，２５Ｒ、ドット表示部４１などの動作を制御するもので、例えば各々の
演出パターンに応じた動画を液晶ディスプレイ１３に表示させたり、演出用ランプ３３を
一斉にあるいは個別に点滅させたり、各リール光源２５Ｌ，２５Ｍ，２５Ｒを点滅させた
り、ドット表示部４１に絵柄や文字などを表示させる。
【００６３】
　また、演出制御手段２０５ｂは、遊技に関連する演出として、例えば各々の演出パター
ンに応じて駆動モータ４４を動作させてドット表示部４１およびシャッタ４３を移動させ
る。例えば、通常遊技中には、図１６に示すように、ドット表示部４１およびシャッタ４
３の双方を退避位置に退避させておく。
【００６４】
　そして、例えば通常遊技からＢＢゲームまたはＲＢゲームに移行したときに、ドット表
示部４１を退避位置から前方位置に向けて前進移動させて、各ＬＥＤを一斉にあるいは個
別に点滅させる演出を行う。この演出は、例えば各回転リール１２Ｌ，１２Ｍ，１２Ｒの
回転中にのみ行うようにしてもよい。ドット表示部４１が前方位置にあると、図１７に示
すように、ドット表示部４１がほぼ正面を向いているため、遊技者の見易い位置で効果的
に演出を行うことが可能になる。
【００６５】
　また、演出制御手段２０５ｂは、例えばドット表示部４１が前方位置にある状態で、各
回転リール１２Ｌ，１２Ｍ，１２Ｒの停止中に、シャッタ４３を退避位置から前方位置に
向けて前進移動させて、各回転リール１２Ｌ，１２Ｍ，１２Ｒの図柄を遮蔽する演出を行
う。シャッタ４３が前方位置にあると、図１８に示すように、各回転リール１２Ｌ，１２
Ｍ，１２Ｒの上端からほぼ中央部までシャッタ４３により遮蔽される。これによって、ド
ット表示部４１の演出中に、リール窓１１から覗く各回転リール１２Ｌ，１２Ｍ，１２Ｒ
の上段および中段の図柄を遮蔽するなどの演出を行うことが可能になる。なお、演出制御
手段２０５ｂは、各回転リール１２Ｌ，１２Ｍ，１２Ｒの回転中にも、シャッタ４３を前
方位置に前進移動させてもよい。
【００６６】
　ここで、演出制御手段２０５ｂは、フォトインタラプタ１２３，１２５からの検出信号
に基づき、それぞれドット表示部４１の前方位置および退避位置への到達を判定し、フォ
トインタラプタ１２７，１２９からの検出信号に基づき、それぞれシャッタ４３の前方位
置および退避位置への到達を判定する。また、演出制御手段２０５ｂは、フォトインタラ
プタ９６，９７からの検出信号に基づき、ドット表示部４１およびシャッタ４３の前方位
置と退避位置との間における位置を判定する。
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【００６７】
　なお、演出制御手段２０５ｂによる演出は上記に限られない。例えば各ＬＥＤの点滅を
行いながら、ドット表示部４１を退避位置から前方位置に移動する途中で退避位置に戻す
ような演出を行ったり、例えばシャッタ４３を退避位置と前方位置との間で往復移動させ
る演出を行ってもよい。また、例えばシャッタ４３をスモークおよびハーフミラーなどの
半透明の材質で形成しておき、シャッタ４３が前方位置にある状態で、通常は各リール光
源２５Ｌ，２５Ｍ，２５Ｒを消灯しておくことで回転リール１２Ｌ，１２Ｍ，１２Ｒの図
柄を見にくくしていておき、所定のタイミングで各リール光源２５Ｌ，２５Ｍ，２５Ｒを
点灯させて、シャッタ４３を通して図柄を遊技者に見易くするような演出を行うと、さら
に遊技者の興趣を増すことができる。
【００６８】
　以上説明したように、この実施形態によれば、回転リール１２Ｌ，１２Ｍ，１２Ｒの前
方位置と退避位置との間で移動可能なドット表示部４１およびシャッタ４３を備え、演出
パターンに応じてこれらの移動を制御しているため、多様な演出を行うことができ、これ
によって十分な演出効果を得ることができ、遊技者の興趣を高めることができる。
【００６９】
　また、この実施形態によれば、ドット表示部４１を支持する右ドットフレーム５７Ｒと
駆動モータ４４との間を連結状態としてドット表示部４１を移動させ、連結状態を連結解
除状態に切り換えた後、シャッタ４３を支持する右シャッタフレーム７３Ｒと駆動モータ
４４との間を連結解除状態から連結状態に切り換えて、シャッタ４３を移動させるように
しているため、１つの駆動モータ４４でドット表示部４１およびシャッタ４３を移動させ
ることができ、これによって、駆動モータの増加による筐体３の大型化を未然に防止する
ことができる。
【００７０】
　また、この実施形態によれば、移動ガイド孔１１７によりドットカム６３の移動を案内
し、移動ガイド孔１１９によりシャッタカム７９の移動を案内することにより、右ドット
フレーム５７Ｒと駆動モータ４４との間および右シャッタフレーム７３Ｒと駆動モータ４
４との間における連結状態と連結解除状態との切換えを、駆動モータ４４による駆動軸体
４９の回転により自動的に行うようにしているため、連結切換専用の構成が不要とするこ
とができ、これによって装置構成を簡素化することができる。
【００７１】
　また、この実施形態によれば、左右のドットフレーム５７Ｌ，５７Ｒによりドット表示
部４１を回転軸４７周りに回転可能に支持し、左右のシャッタフレーム７３Ｌ，７３Ｒに
よりシャッタ４３を回転軸４７周りに回転可能に支持して、前方位置から退避位置までド
ット表示部４１およびシャッタ４３を回転リール１２Ｌ，１２Ｍ，１２Ｒの周面に沿って
回転移動させているため、退避位置において、ドット表示部４１およびシャッタ４３を回
転リール１２Ｌ，１２Ｍ，１２Ｒの上方の限られたスペースに配置することができる。こ
れによって、ドット表示部４１およびシャッタ４３を退避位置に配置するスペースを確保
するために筐体３が大型化するのを未然に防止することができる。
【００７２】
　なお、本発明は上記実施形態に限定されるものではなく、その趣旨を逸脱しない限りに
おいて上述したもの以外に種々の変更を行うことが可能である。例えば、ドット表示部４
１およびシャッタ４３が双方とも退避位置にある初期状態において、上記実施形態とは逆
に、右シャッタフレーム７３Ｒと駆動モータ４４との間を連結状態にしておき、シャッタ
４３を前方位置に移動させた後、連結状態を切り換えてドット表示部４１を前方位置に移
動するようにしてもよい。この形態では、シャッタ４３が本発明の「第１演出手段」に相
当し、ドット表示部４１が本発明の「第２演出手段」に相当する。ただし、ドット表示部
４１を先に前方位置に移動させる上記実施形態の方が、回転リール１２Ｌ，１２Ｍ，１２
Ｒの図柄を遮蔽しない状態でドット表示部４１による演出ができるので、より高い演出効
果が得られるため好ましい。
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【００７３】
　また、上記実施形態では、リールユニット１４の回転リール１２Ｌ，１２Ｍ，１２Ｒを
スタートスイッチ１７の操作で回転を開始する入賞に関連する回転リールとしているが、
本発明はこれに限られず、例えば図１９に示すように入賞に関連しない演出用の回転リー
ルとしてもよい。図１９は変形形態のスロットマシン１ａの外観を示す斜視図である。な
お、図１９では、図１と同一物には同一符号を付している。
【００７４】
　このスロットマシン１ａは、図１９に示すように、２組の回転リールを備えている。す
なわち、正面板９の上方に設けられた横長矩形のリール窓１１ａの内側に上記リールユニ
ット１４の回転リール１２Ｌ，１２Ｍ，１２Ｒが設けられ、正面板９のリール窓１１の内
側に回転リール２２Ｌ，２２Ｍ，２２Ｒが設けられている。そして、下方の回転リール２
２Ｌ，２２Ｍ，２２Ｒは、スタートスイッチ１７の操作で回転を開始する入賞に関連する
回転リールであり、例えば遊技制御手段２０５ａ（図１５）により回転が制御される。一
方、上方のリールユニット１４の回転リール１２Ｌ，１２Ｍ，１２Ｒは、入賞に関連しな
い演出用の回転リールであり、例えば演出制御手段２０５ｂ（図１５）により演出パター
ンに応じて回転が制御される。このリールユニット１４は上記実施形態と同一構成であり
、演出パターンに応じて、回転リール１２Ｌ，１２Ｍ，１２Ｒの前方位置へのドット表示
部４１およびシャッタ４３の移動が制御される。この図１９の形態でも、上記実施形態と
同様の効果を得ることができる。
【００７５】
　また、上記実施形態では、ドット表示部４１を前方位置に移動させた後、連結状態を切
り換えてシャッタ４３を前方位置に移動させるようにしているが、本発明はこれに限られ
ず、ドット表示部４１およびシャッタ４３のいずれかを択一的に移動可能に構成してもよ
い。すなわち、例えばドット表示部４１およびシャッタ４３の双方が退避位置にある初期
状態においてのみ連結状態を切換可能に構成しておき、ドット表示部４１の前方位置への
前進移動および退避位置への後退移動と、シャッタ４３の前方位置への前進移動および退
避位置への後退移動とを択一的に行うようにしてもよい。
【００７６】
　また、上記実施形態では、第２演出手段を１つのシャッタ４３で構成しているが、本発
明はこれに限られず、分割形成された２つのシャッタで第２演出手段を構成するようにし
てもよい。例えば、シャッタ４３と同様に回転リール１２Ｌ，１２Ｍ，１２Ｒの上方の退
避位置に設けられた上部シャッタと、回転リール１２Ｌ，１２Ｍ，１２Ｒの下方の退避位
置に設けられた下部シャッタとを備え、上部シャッタを上記実施形態のシャッタ４３と同
様に回転移動させるとともに、下部シャッタを下方の退避位置から上部シャッタと反対方
向に回転移動させて前方位置に移動させるようにしてもよい。この形態によれば、上部シ
ャッタおよび下部シャッタを互いに異なる動きとなるように移動を制御することにより、
さらに多様な演出を行うことができ、演出効果をさらに一層高めることができる。
【００７７】
　また、上記実施形態では、ドット表示部４１およびシャッタ４３を回転リール１２Ｌ，
１２Ｍ，１２Ｒの周面に沿って回転移動させているが、本発明はこれに限られず、例えば
図２０に示すようにドット表示部４１およびシャッタ４３を上下方向に昇降移動させるよ
うにしてもよい。図２０は別の変形形態のスロットマシンの筐体内部を示す右側面図であ
る。このスロットマシンでは、図２０（Ａ）に示すようにドット表示部４１およびシャッ
タ４３の退避位置を回転リール１２Ｌ，１２Ｍ，１２Ｒとリール窓１１との隙間の上方に
設定し、ドット表示部４１およびシャッタ４３を前後に並べて両者の下端を揃えた状態で
配置しておく。そして、図２０（Ｂ）に示すように、ドット表示部４１およびシャッタ４
３を同時にドット表示部４１の前方位置に降下移動させる。さらに、図２０（Ｃ）に示す
ように、シャッタ４３をドット表示部４１の背後でさらにシャッタ４３の前方位置に降下
移動させる。また、退避位置への移動は、まずシャッタ４３をドット表示部４１の前方位
置に上昇移動させた後、ドット表示部４１およびシャッタ４３を同時に退避位置に上昇移
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動させればよい。この形態によれば、ドット表示部４１およびシャッタ４３を直線的に昇
降移動させるだけであるため、ドット表示部４１およびシャッタ４３の移動を案内するガ
イド部材の構成を簡素化することができる。
【００７８】
　なお、図２０とは逆に、ドット表示部４１およびシャッタ４３の退避位置を回転リール
１２Ｌ，１２Ｍ，１２Ｒとリール窓１１との隙間の下方に設定し、ドット表示部４１およ
びシャッタ４３を前後に並べて両者の上端を揃えた状態で配置しておいて、両者をそれぞ
れ前方位置に上昇移動させるようにしてもよい。また、ドット表示部４１およびシャッタ
４３の移動は、昇降移動に限られず、横方向に水平移動させるようにしてもよい。このよ
うに、ドット表示部４１およびシャッタ４３を直線的に往復移動させる形態にすると、そ
れらの移動を案内するガイド部材の構成を簡素化することができる。ただし、横方向に水
平移動させる形態では、リールユニット１４の横にドット表示部４１およびシャッタ４３
を退避させるスペースが必要になるので、筐体３の設置スペースの大型化を招くことにな
るため、上記実施形態のように回転移動させる形態や、図２０のように昇降移動させる形
態の方が好ましい。
【００７９】
　また、上記実施形態や上記図１９では、ドット表示部４１およびシャッタ４３を回転リ
ールの前方位置に移動させるようにしているが、本発明の「図柄表示手段」は回転リール
に限られない。例えば、液晶ディスプレイやエレクトロルミネッセンスなどの演出用の図
柄を表示する表示デバイスの前方位置にドット表示部４１およびシャッタ４３を移動させ
るようにしてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００８０】
【図１】本発明にかかる遊技機の一実施形態であるスロットマシンの外観を示す正面図で
ある。
【図２】リールユニットの全体斜視図である。
【図３】ドットユニットの斜視図である。
【図４】シャッタユニットの斜視図である。
【図５】モータユニットの斜視図である。
【図６】図２において駆動ギアを取り外した状態の部分斜視図である。
【図７】図６において支持壁などを取り外した状態の部分斜視図である。
【図８】図２において左側の支持壁を取り外した状態を左斜め後ろから見た部分斜視図で
ある。
【図９】ドット表示部およびシャッタの双方が退避位置にある状態におけるリールユニッ
トの右側面図である。
【図１０】ドット表示部が前方位置に到達した状態におけるリールユニットの右側面図で
ある。
【図１１】駆動軸体とドットカムとの連結が解除された状態におけるリールユニットの右
側面図である。
【図１２】駆動軸体の連結が切換途中の状態におけるリールユニットの右側面図である。
【図１３】駆動軸体とシャッタカムとが連結された状態におけるリールユニットの右側面
図である。
【図１４】シャッタが前方位置に到達した状態におけるリールユニットの右側面図である
。
【図１５】スロットマシンの電気的構成を示すブロック図である。
【図１６】ドット表示部およびシャッタの双方が退避位置にある状態におけるリールユニ
ットの正面図である。
【図１７】ドット表示部が前方位置に到達した状態におけるリールユニットの正面図であ
る。
【図１８】シャッタが前方位置に到達した状態におけるリールユニットの正面図である。
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【図１９】変形形態のスロットマシンの外観を示す斜視図である。
【図２０】別の変形形態のスロットマシンの筐体内部を示す右側面図である。
【符号の説明】
【００８１】
　１，１ａ…スロットマシン、１２Ｌ，１２Ｍ，１２Ｒ…回転リール（図柄表示手段）、
４１…ドット表示部（第１演出手段、発光表示体）、４３…シャッタ（第２演出手段）、
４４…駆動モータ（駆動動力源）、４７…回転軸、４９…駆動軸体、５７Ｌ，５７Ｒ…左
右のドットフレーム（第１フレーム、第１支持手段）、６１…支持軸（第１支持軸）、６
３…ドットカム（第１カム、第１連結手段）、６５…駆動ガイド孔（第１駆動ガイド孔）
、６５ｂ…円弧部（第１円弧部）、６７…ガイド軸体（第１ガイド軸体）、７３Ｌ，７３
Ｒ…左右のシャッタフレーム（第２フレーム、第２支持手段）、７７…支持軸（第２支持
軸）、７９…シャッタカム（第２カム、第２連結手段）、８１…駆動ガイド孔（第２駆動
ガイド孔）、８１ｂ…円弧部（第２円弧部）、８３…ガイド軸体（第２ガイド軸体）、１
１１Ｒ…右支持壁（支持壁）、１１７…移動ガイド孔（第１移動ガイド孔）、１１７ａ…
円弧部（第１連結用円弧部）、１１７ｂ…円弧部（第１解除用円弧部）、１１９…移動ガ
イド孔（第２移動ガイド孔）、１１９ａ…円弧部（第２連結用円弧部）、１１９ｂ…円弧
部（第２解除用円弧部）、２０５…ＣＰＵ、２０５ｂ…演出制御手段（制御手段）

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】



(20) JP 4276110 B2 2009.6.10
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【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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